
提言資料

８の字推進戦隊

※四国８の字ネットワークの更なる
整備促進や利⽤促進を⽬指し、
四国４県が団結した活動を実施す
るために制作したキャラクターです。

四国８の字ネットワーク整備・利⽤促進を考える会
（四国経済連合会・徳島県・⾹川県・愛媛県・⾼知県）

四国８の字ネットワーク

IYOﾚﾝｼﾞｬｰ
AWAﾚﾝｼﾞｬｰ

TOSAﾚﾝｼﾞｬｰ

SANUKIﾚﾝｼﾞｬｰ

⾼知市

松⼭市

⾼松市

徳島市



８の字未整備
（⻄南地域）

８の字未整備
(東南地域）

四経連四国８の字ネットワーク延伸による観光振興

外国人旅行者の
更なる呼び込みが
期待できる。

・平成29年3月販売開始

・3日間(6,000円)～10日間(13,000円)の
プラン構成で多様な旅行ニーズに対応

・延べ利用台数 7,260台･日

（平成30年1月末現在）

⼭陰･瀬⼾内･四国エクスプレスウェイパス
⼭陰・瀬⼾内・四国の⾼速道路で初めての
訪⽇外国⼈向け周遊型割引企画

四国⼋⼗⼋景プロジェクト
東京オリンピック・パラリンピックに向けて、
四国が誇る景観「四国⼋⼗⼋景」を
国内外にプロモート

８の字が延伸

四国全体をカバーする
周遊型の旅行プランが
提案できる

８の字が延伸

出典：「四国⼋⼗⼋景実⾏委員会」資料

出典：「平成３０年度 第１回 環瀬⼾内海地域交流促進協議会」資料

八十八景の約20％は
西南地域と東南地域に
存在する



海陽町宍喰地区

宍喰ＩＣ

アクセス道路

津波想定区域

地域防災公園

徳島県高速道路ネットワークの早期整備について
産業の活性化

複合一貫
ターミナル

徳島阿波おどり空港
松茂スマートＩＣ

H32開通予定

H31開通予定

津田ＩＣ

徳島東ＩＣ

徳島ＪＣＴ

新造船４隻就航

H31分譲
開始予定

「津田地区活性化計画」の策定

徳島県木材団地の「リノベーション」

【徳島東ＩＣ（H31開通予定）】
◆複合一貫ターミナルと高速道路が直結！

【津 田ＩＣ（H32開通予定）】
◆水面貯木場を埋立て新たな産業拠点に！

開通を
見据え

エポックメイク第２弾！ストック効果の最大化！

「海部道路」の早期事業化

ＬＥＤメーカー

阿南ＩＣ

（IC近傍型の拠点施設を整備）

立江・櫛渕ＩＣ
（地域活性化IC）

（国）５５号

新那賀川橋（H23完成）

「立江櫛渕・阿南間」の先行供用

【立江・櫛渕ＩＣ】
◆県：地域活性化ＩＣの早期実現！
◆小松島市：ＩＣ近傍に「地域振興拠点施設」を具現化！

【阿南ＩＣ】
◆県：県道の渋滞対策としての追加ランプを整備！
◆阿南市：ランプに接続する市道を整備！

■本線
■阿南ICランプ
■追加ランプ

【牟岐・高知県境間】
◆県：Ｈ３１年度の事業化に向け年内に都市計画決定予定！

地域防災公園へのアクセス道路整備中！
◆海陽町：「宍喰ＩＣ」と接続する地域防災公園を整備中！

「海部道路」ルート上の地積調査を実施中！
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海部道路

神戸淡路鳴門自動車道

徳島自動車道

E28E11

E32

L E D

ハモ

阿波尾鶏

（牟岐～野根間）
津波回避バイパス

H26開通

H32開通予定

H31開通予定

徳島小松島港

徳島阿波
おどり空港

松茂ｽﾏｰﾄ

すだち

土地収用手続開始
・事業認定告示済
・収用裁決手続中

用地取得 H29完

用
地
取
得
率
約

98.5
％ E55

鳴
門
北

地方創生の実現に不可欠な
「活力の道」「命の道」

海陽町津波避難計画(H26.3)

避難困難者数の割合

石井国土交通大臣へ提言
（Ｈ３０．５．１２）

都市計画(素案)の説明会開催
（Ｈ３０．７．９～１０）【４箇所】

「徳島ＪＣＴ・津田間」の確実な供用

牟岐町

海陽町

宍喰地区
７９％

約２，０００人

海部地区
１２％

浅川地区
５％

川東地区
４％

国道５５号

海陽



原材料を関西か
ら、製品を関東へ
輸送するため、高
速道路を利用して
います。４車線化
が進めば、物資や
従業員の移動時間
の短縮につながり
ます。

香川県「ひと・モノ」交流拡大を支える高松自動車道

４車線化工事中の高松自動車道（大坂トンネル周辺）

■観光に必須の交通手段！４車線化で更に利用しやすく

出典：平成29年香川県観光客動態調査報告（速報版）
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↓瀬戸大橋
開通

↑
高松西IC-
善通寺IC
開通

↑
津田東IC-
さぬき三木IC
開通

↑
高松自動車道
全線開通 ↑

ETC休日割引
制度開始(～H23)

(千人)

混雑時期の定時運行・時間短縮に期待して
います。お客様のストレスについても、軽減
できると考えています。

平成31年3月：高松自動車道の完全４車線化に期待！
○大型連休期間中の渋滞を緩和！
○対面交通に伴う重大事故を解消！
○災害時の緊急輸送路としての機能を確保！

高松道
（4車線化中）

平成13年3月 完成
↓

平成26年1月
全区画企業立地完了

屋島栗林公園

銭形砂絵こんぴらさん

■四国の物流がより便利に！原材料や製品の輸送効率アップ

入り込み数

高速道路
利用割合

高松東ファクトリーパーク
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三木町：従業員１人当たり製造品出荷額
（左記工業団地の地元自治体）

（万円） 出典：香川県の工業

高松自動車道の整備に伴い、県外観光客が増加

県内に営業拠点を置く旅行バス会社の声

4車線化事業区間周辺での企業進出、地元経済活性化への期待 高松道沿線に工場を
建設した製造業者の
声



愛媛県災害に備え、災害発生時には迅速な被災者支援を可能とする「命の道」

広域災害に対応するためには、高速道路が「線」でなく

「ネットワーク」として機能することが重要！
高速道路

ﾐｯｼﾝｸﾞﾘﾝｸ

■ 通常ルート
■ 代替ルート

新聞印刷工場各販売店へ
配送

H16年 台風21号により
高速・国道11号・主要県道
ＪＲが通行止め

香川県の新聞印刷工場
から、中国ルートを
経由し、愛媛へ配送！

■台風による通行止めの例（H16.9.29）

過去にも広域ネットワークが機能！

大洲市

西予市

宇和島市

愛媛県南予地方の南北ルートが寸断した際、

高速道路がいち早く交通機能を確保。
まさに「命の道」の中心的役割を果たした。

崩土により
通行止め

ＪＲも寸断

■平成３０年７月豪雨（H30.6.28～7.8）

H30.7.6から7.14の間

山陽道が通行止め

四国ルートが山陽道の代替ルートとして機能。

九州～四国間のフェリー輸送量台数は、

通常時と比較し約1.4倍に。

■ ７月豪雨では広域ネットワークが機能！

H30.7.8
通行止解除



日々の安全・安心の確保

⾼知県の⼤動脈の円滑で安定的な⼈流・物流の確保

安全・安⼼で効率的な輸送を確保し､しごとの⽣産性が向上８の字
の整備
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▲貯木場
（森林組合連合会奈半利共販所）

▲ゆず集出荷施設
（JA土佐あき北川柚子加工場）

北川村

東洋町

室戸市

奈半利町

田野町

安田町

高速道路（２車線）

事業中（県施工）

都市計画決定手続き中

一般国道

主な県道

計画段階評価中，調査中

北川奈半利道路 北川道路

木

ゆ

×
×

落石・崩壊危険箇所
（10箇所連続）

落石・崩壊危険箇所

ゆ

木

ゆず集出荷施設

貯木場

落石・崩壊危険箇所が
約200箇所

奈半利町乙～東洋町野根
国道55号+国道493号

ゆ

▲平時でも、200kgを超える落石が発生

国 道

493
ROUTE

高知県安全・安心で安定した輸送を支える四国８の字ネットワーク（平成30年7月豪雨の事例）

高知自動車道の早期の全面復旧（4車線化）

：開 通 済（２⾞線）

：整備中区間

：開 通 済（４⾞線）

：未事業化区間
：主なＩＣ、
：⾼知県の重要港湾

：JCT

※暫定２車線含む

：４⾞線化事業中区間

▲対面通行区間の利用状況（大豊町
立川付近）
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32

大豊～川之江東の通行止め
に伴う迂回ルート

被災箇所

⾼知⽅⾯
下り線

上り線

北川村安倉 H30.7

①H30年6月20日被災

北川村柏⽊ H29.8

北川村安倉

東洋町野根

平常時のルート ⼤豊〜川之江東通⾏⽌
め等の迂回ルート

高松自動車道

（2‐2工区）

高知～高松西の
平常時のルート

7/7 土砂崩れに伴う
立川橋上部工（上り線）の流失

H21年 H29年

：対⾯通⾏区間

(H30.7.11)

約２時間２０分

約１時間２0分
約1時間増

約160ｋｍ

約115ｋｍ

②H30年7月3日被災

約45㎞増

■高知IC～高松西ICの所要時間と道路
走行距離

約82万⼈
約91万⼈

利⽤者が増加傾向

■高知自動車道を利用する
高速バスの輸送人員

高知自動車道の
全面復旧

四
万
十
中
央

③H30年7月30日被災

▲急崚な地形、脆弱な地質のため、大規模
な土砂崩れが発生

▲ゆずの出荷や木材を搬出するため
国道493号を利用

▲四国８の字NWの整備により、落石・崩落
危険箇所が着実に減少

・安定した出荷体制の構築には、拠点（耕作地⇔集出荷施設）間の安全安心
で効率的な輸送の確保が急務

黒
潮
大
方

平
田

四
万
十宿

⽑

■大豊～川之江東の対面交通に伴う
暫定の雨量規制

未整備 北川奈半利
道路開通

北川道路
2-2工区開通

全線開通

0

147
箇所 133

箇所 104
箇所

連続⾬量
480mm

連続⾬量
120 mm

連続⾬量
650 mm

かつ
時間⾬量
70ｍｍ

⼜は時間⾬量
20ｍｍ

通常時 暫定措置

(H30.7.13)

▲高知自動車道立川橋
付近の状況

須崎港

須
崎
中
央

津
田

・安芸市

・北川村
・東洋町

（H20年⼤豊〜⽴川
四⾞線化）

：所要時間

：⾛⾏距離

or

※過去5年間の8⽉〜10⽉の
⾬量が暫定措置に相当する
のは１ヵ⽉で平均約３回



高知県地域経済の活性化を支える四国８の字ネットワーク

地域産業の活性化を支える

高知市

岡山市
神戸市

大阪市

姫路市

広島市

防府市

浜田市

出雲市 米子市
鳥取市

土佐清水市

E55

E56

E32
E11

■県西部からの活魚や鮮魚の輸送エリアの拡大
・サバの活⿂輸送は

⼟佐清⽔ワールド⽣けすセンター

の活⿂⽔槽を設置した飲⾷店
◀ブランド⿂(とさの清⽔さば)

地域の観光振興の活性化を支える

地域の特産物をより⾼鮮度で⼤消費地に届けることが可能に８の字
の整備

観光拠点での滞在時間(消費活動に充当可能な時間)や⽴ち寄り地の増加

：8の字ネットワーク

：H18年度末の到達圏域

：8の字完成 〃

：H27年度末 〃

：ミッシングリンク

■宿毛市を起点とした消費圏域（６時間到達）の拡大

８の字
の整備

Ｈ27
年度末

８の字
完成

Ｈ18
年度末

※H27年度末及び８の字完成時点の
⼈⼝は、H27年国勢調査により算定

■土佐の清水さばの県外出荷量と

8,000

12,000

15,000

店舗

店舗

17,000

H26 H27 H28 H29

■高知東部・阿南安芸自動車道と客船ターミナルの整備により期待される効果 (室戸市方面へのオプショナルツアーの事例）

観光等の

時間倍増！

▲入国審査等の短縮を図る「高知新港
客船ターミナル」の整備(H30完成予定)
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道の駅
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海辺の小学校
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55

安芸道路 奈半利～安芸 北川道路 野根～安倉

北川村「モネの庭」
マルモッタン

奈半利町

東洋町

北川
村

馬路村

■高知新港へのクルーズ客船の寄港

注２） 各圏域とも、陸路のみ使⽤したものと
して算定

注１）「8の字完成時点」の圏域は、四国８の字
ネットワークとH27事業中の⾼規格幹線
道路が完成したものとして算定

：県外出荷量 ：県外店舗数

高
知

高
知
南

●高知新港へのクルーズ
客船の寄港回数

E55

：開 通 済
（暫定２⾞線含む）
：事 業 中

：計画段階評価中区間

：主なＩＣ
：⼀般国道

：都市計画決定⼿続き中区間

：調査中区間（県施⼯）

:沿線の主な観光拠点

H32年度
開通予定

高知南国道路 南国安芸道路

現 在

入港

（約80分）

（約120～150分） (40分）

（約60～90分）

（約100分）

８の字
完成後

（高知南～奈半利 利用）

「土佐清水ワールド」の県外店舗数

兵庫県神⼾市中央区

店舗

店舗

万尾

万尾 万尾

万尾

■消費圏域人口の変化

800万人

2,700万人

0

2

4

7

宿毛市

（H26→H29）

出荷量倍増

1,400万人

約３倍

以上増加

約６時間が限界

・特産物を新鮮な状態で
⼤消費地に届ける

幡多地域６市町村の⾷材を
◀宿⽑市産の養殖ブリなど、

使⽤する飲⾷店

⼟佐清⽔ワールド幡多バル
兵庫県神⼾市中央区

2-2工区

安芸市立
歴史民俗資料館

安倉～和田

牟岐～野根

イメージパース

H25 H29

10回

40回

寄港回数

増加

クルーズ客船の２隻同時入港（H30.4）

●外国客船オプショナル
ツアーの主な行先

高知市内

92％

高知市外

8％

（H29）

・行き先が高知市内に集中！

香
南
の
い
ち

安田まちなみ
交流館・和

室戸ジオパーク
センター

船内での入国
審査の準備

入国審査
（船内）

・

E55
55

■観光■

室戸世界
ジオパーク

（所要時間） (60分）

■食事■

E55
（日本食）

（約100分）

入国審査
（客船ターミナル）

E55

55

55
■観光■

室戸世界
ジオパーク

(60分） (60分）

■食事■

（日本食）

■観光■ ■観光■

E55 55沿線の

観光拠点

沿線の

観光拠点

(40分×２箇所）（所要時間）

約60分短縮 約20分短縮

（高知南～奈半利 利用）

（約80分）

約20分短縮滞在時間
の増加

立ち寄り地
の増加

●ツアーの時間割合

入国審査
審査準備

28%

移 動
48%

観光
食事
24%

入国審査
審査準備

移 動

観光
食事
48%

38%

14%

出港

高知新港


